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スタ ンダールの小説 における〈 まな ざ し〉

高 木 信 宏

17世 紀以降の文学作品,と りわけ小説において恋愛が主題 として扱われる

ばあい,恋 人たちの〈まなざし〉は心理分析の次元のみならず,恋 愛の特徴を

きわだたせる点でも重要な機能を担 つている。初対面の2人 が相手に不思議な

つながり(前 世,夢,魅 惑,精 神の親近性)を 直観するといつたロマン派的な

再認や,あ るいは否定的な第一印象にもかかわらずやがて両者が惹かれはじあ

るような恋の回心など,と りわけ出会いの場面においてくまなざし〉への言及

は不可欠な要素であるといえよう1)。むろん,ス タンダールの小説で も例外で

はなく,こ のテーマが心理分析や恋愛の特徴を探つていくうえでのきわめて有

効な手がかりであることにかわりはない。本稿ではこうした点をふまえつつ,

代表的な作品 『アルマンス』,『赤と黒』,『リュシアン・ルーヴェン』,『パ

ルムの僧院』2)一 の具体的な比較 ・検討をつ うじて,ス タンダールにおける

くまなざし〉の機能とその変遷をあきらかにしたい。

1

『アルマンス』の主人公,オ クターヴとアルマンスの双生児的 ともいえる人

格の類似は,す でにグラハム・ジョーンズが指摘 しているように,創 作上の必

要性からもたらされたものだといえる3)。つまり,恋 愛を断念 し,ナ ルシシス

ティックに自尊心を追求する人間嫌いのオクターヴに恋愛感情を抱かせるため

には,一 見 「奇妙な」彼の価値観や感受性にも共鳴するような女性4),い わば

彼の影のような存在でなければならないのである。だが,し ば しば言及される

こうした類似性 と同時に,彼 らの疑心 と誤解による物語の葛藤を生みだすたあ

に不可欠な要素 として,両 者の性格に付与された決定的な相違にも注目しなけ

ればならない。それをまず,物 語の前半部における彼 らのくまなざし〉につい

ての暗示的な記述を手がかりにして考察 しよう。オクターヴのやさしい目つき

[17]
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に刻み こまれた 「なにか暗いもの (quelque chose de  sombre)] [29]が

人々の羨望よりも同情を誘 うのとは対照的に,ア ルマンスの 「魅惑的なまなざ

しをもつ濃い青色の大 きな目」[56]は とりわけ 「立派な」人々に好感をあた

える。だが,〈 まなざし〉に探る2人 の相違は他者への印象という次元にとど

まるのではない。対照がより強調され象徴的な対立を示唆するまでにいたるの

は,じ つに彼 らの洞察力 ・心眼の差を念頭においたときであり,ま たこの観点

からこそくまなざし〉は,こ の小説のなかにおいてひとつの主題 としての重要

性を帯びてくるのである。たとえば,第6章 と第7章 では,自 分自身の恋愛感

情にたいする内省的な洞察という点において2者 の相違は顕著にあらわれてく

る。アルマンスの恋の自覚とはきわめて対照的に,オ クターヴの洞察力の欠如

は話者によって,「 わが哲学者」は自分が 「恋する気持ちで愛 している」[75]

とはすこしも気づかないのだと皮肉まじりに語られている。 さらに,涙 やまな

ざしが自身のものであれ相手のものであれ,彼 女がそれらをとおした愛情の発

露にたいしてもより鋭敏であるのにたい して5),彼 はそうしたものに秘められ

た意味を理解することができない6)。このようなオクターヴの洞察の盲目性が

もっともきわだち,物 語の劇的緊張 に寄与するのは,第29章 での秘密の告白

がこころみ られる場景である。告白を決心 した彼の〈まなざし〉は恋人のそれ

ではなく,「相手が考えることを見ぬこうとするような見つめかた」[174]に

変わる。 しか しながら,彼 は彼女の心を理解するどころか,そ の目に 「錯乱」

の色を浮かべるや,彼 女か ら目を離 し,「怪物の幻影で も見たかのように,眼

前 の一点 を」[175]見 つ め るので あ る。 この 「怪物 (monstre) の幻影 こそ,

他者の視点で想像した彼自身の姿であり,秘 密を告白すれば相手の愛を失うと

いう彼の堅固な強迫的思考の外化させたものにほかな らない7)。したがつて,

アルマ ンスの熱意に触れ,ふ たたび彼女を見つあながらも,結 局は告白の失敗

に終わるオクターヴの一連の葛藤を,立 場 こそ違 うが,シ ョウシャナ ・フェル

マンの表現を借 りて,「彼 自らの投影に囚われている視線の悲劇」 と呼ぶこと

ができよう8)。以上のようなオクターヴのく不透視性〉を考慮するならば,彼

のくまなざし〉にあらわれる 「なにか暗いもの」とは,メ ランコリックな姿を

外的に描写し,か つ,謎 めいた存在のく不透明性〉を象徴するだけではな く,

第1章 のなかでつづいて示される彼の否定的な傾向,あ る奇妙な考え方のため

に将来の生活や人間関係を 「あまりにも暗いイメージで

trop sombres)

(sous des images

」[30]思 い描いて しまうという内心の偏向をも同時に暗示す

るのだと考えられよう。べつの場所で,「 ものを悪意に解釈する」傾向をあら
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わすのに,「 ダイヤモンドの壁」[108]と いう視覚的な屈折を喚起する比喩が

認あ られるだけに,〈 まなざ し〉の外的な描写にも,そ うした傾向の反映を

«sombre» とい う語 の連鎖 に読 み とることがで きるのだ。他方,ア ルマ ンスの

〈まなざし〉については,さ らに第5章 のべつの箇所において,オ クターヴの

ものとの対照をより鮮明にきわだたせるかたちで言及されている。

このじつと見つめる,深 みを湛えたまなざしは,極 度の注意力の集中をしめす もの

だった。たしかにこのまなざしは,ど んなに気むずかしい人にたいしても,不 愉快な

感 じをあたえるようなところが全然なかった。そこには媚態 も,横 柄さも見 られな

かった。[58]

さきのオクターヴの例では両義的な不透視性が強調 されていたのとは反対に,

ここでのアルマンスのくまなざし〉はまず注意力の反映として,つ ぎに誠実な

性格の反映 として積極的かつ肯定的に読者に明示 されているが,グ ラハム ・

ジョーンズが的確に指摘 した彼女の役割,す なわちオクターヴの反射装置とし

ての機能を考慮するならば9),こ の 「じつと見つめる,深 みを湛えたまなざし

(regard fixe et profond) 」に静止 した水,す なわち水鏡のイメージを見いだ

すことも不可能ではあるまい。 じっさい,第2章 でのオクターヴへの地方出の

下院議員のお世辞にはじまる一連の場面展開において,彼 女のくまなざ し〉が

ある意味で純粋に鏡 としての機能を果たす具体的な例を見ることができる。そ

こでは,ア ルマンスの視線についてのオクターヴの判断が,ダ ンクル公爵夫人

のことばによつて覆されることで,彼 の一貫性を欠いた理性の不安定が露呈さ

れるのだが,注 視の背後にあるアルマ ンスの思考内容 じたいはけつして明らか

には語 られてお らず,読 者はそれを第4章 においてきわめて漠然 としたかたち

で推測するほかない。 ここでの彼女のくまなざし〉が,オ クターヴの一連の思

考をクローズアップするための装置としてもちいられているのがあきらかであ

ろう。 しか しながら,先 に挙げたアルマンスのくまなざし〉の描写に暗示され

る受動性にもまして見落 としえないのは,そ こで同時にく見ぬ く〉ことに費や

される 「注意力」が強調されている点であり,そ の視線のもつ能動的な側面な

のだ。

「2人 の天使が人間の世界 に追放 されて,人 間の姿に身を隠さなければな らなく

なったとしたら,き つとあんなふうな目つきで,お 互いに相手を確かめようと見つめ

あうのでしょうね」[58]
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アルマンスのくまなざし〉は,こ のように外面的 ・偽装的なものにとらわれず

に,背 後に隠されたものへと注がれる視線によつて特徴づけられるのであり,

それはまさにオクターヴの不透明なくまなざし〉,そ してその人格の謎 と対を

な している。さらに,「 オクターヴがいれば,彼 はその視線をそ らすことがで

きないあの優 しい,じ つと見つあるまなざし」[108]と いう記述にも,た とえ

恋愛における主従関係の逆転をただちに喚起するものでないとはいえ,オ ク

ターヴの視線をひきつける彼女の〈まなざし〉の能動的な優位を指摘すること

ができよう。

さらに,そ れぞれの視線には,2者 の愛の希求の根底的ともいえる相違がき

わあて明瞭に示されている点にも注目すべきだろう。アルマンスの愛が,天 使

たちのくまなざ し〉の邊遁によつて象徴される愛,あ くまで現実の社会におい

て成就可能な幸福 として示唆されているのにたいして,オ クターヴのそれは,

空を見あげて 「あらぬ幸福」を夢想するくまなざし〉によつて特徴づけられて

いるように,理 想化 ・絶対視の対象 となつた愛なのであり,い わば一種の超越

性を帯びたものだといっても過言ではないlo)。この相違の背景としては,ア ル

マンスがキリスト教の敬度な信者であるのにたいしてll),オ クターヴが神への

信仰を喪失 した近代の知的選良である点を示唆 しておくにとどあるが,そ のよ

うな次元での差異によって2者 の〈まなざし〉の対照が強調されるとき,も は

やそれは彼 らの悲劇的な結末を予告せずにはいないといえるだろう。 しか しな

が ら,〈 まなざし〉がこのうえなく刺激的なテーマとなりうるのは,梶 野吉郎

氏がいみ じくも指摘 している2人 の視線の相互理解なき交錯の果てに12),物 語

の結末が〈まなざし〉の象徴的な対立の枠のなかにきわめて厳密におさめられ

るかたちで置かれているという点に存するのだ。偽造の手紙を読み,「人間以

上のひと (un être au-dessus de l'humanité) 」[183]の 愛 を失 つたと驚愕

するオクターヴは,観 念的なものの見方に囚われたままアルマンスの愛に偽装

を見,真 実 に達 しえず してこの世を去る。ついで,「彼がどのようにして死ん

だかを疑 ったのは,フ ランス中にアルマ ンスただひとりがいるだけだ つた」

[189]と いう記述に,夫 の手紙を受けとった彼女の驚愕を見 ることになるわけ

だが,反 復によるテーマ(手 紙,驚 愕)の ダイナ ミズムとはべつに,そ こにほ

のめかされた彼女の疑いこそ,策 謀の手紙,オ クターヴの秘密,そ して偽装さ

れた死などの諸事実が,彼 女の洞察と深い悲 しみとを同時に喚起させなが ら

も,依 然 として慎み深 く一挙に和解 し収敏 してい く場 としてあたえられている

のを見のがす ことはで きない。まぎれ もな く,ア ルマンスのくまなざし〉 と
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は,物 語の真実を密やかに映 しだすく鏡〉にほかならないのだ。

2

つぎに,ジ ュリアンとレナール夫人の情熱恋愛,マ チル ドとの 「頭脳の恋」

という2種 類の恋愛が描かれる 『赤と黒』では,〈 まなざし〉のモチーフがそ

れらにどのような輪郭をあたえるべ く導入されているのかを検討 してみよう。

ジュリアンとレナール夫人の出会いの場面では,視 点の移行 ともにそれぞれ相

手の〈まなざし〉に魅了される姿が交互に描かれる。やがて2人 は子供の病気

を契機にお互いの熱情に触れあ うのだが,そ れまでの展開において〈まなざ

し〉はもつばら彼 らの心理的な過程の相違を浮 きあがらせるべく機能するとい

えよう。 ジュリアンの恋は野心的にはじまり,征 服することに最初の目標がお

かれる。彼は夫人の容姿の美 しさに見とれながらも,相 手の心理を分析 し戦略

を練る冷静さをつとめて保とうとする。

ジュリアンは夫人の力のない声と,そ のまなざしに驚いた。 この女 はおれに恋 して

いる,と 彼は思 つた。だがこういう気の弱さは彼女の自尊心が許しておかないから,

ほんの一時で消えてしまう。そしておれが出てゆく心配がなくなると,ま たすぐに高

慢ちきになるんだろう。[289]

自己の出自を恥 じ,屈 辱を恐れる彼には,彼 女の〈まなざし〉に真の情熱の反

映を見る余裕はない。反対に,そ うした恋の駆け引きとは無縁であり,敬 度な

信仰心をもつ レナール夫人が相手の〈 まなざし〉にわれしらず見ようとするも

のこそ,そ うした情熱にほかならないのである。

彼女はというと,目 のなかまで真つ赤にしないでは彼を見ることはできなかった。

そのくせ片時で も彼から目をはなすと,も う生 きている気が しないのだ。 〔…〕 ジュ

リアンはたった一度,ち らりと彼女を見たきりだつた。夫人は最初のうちこそ,そ の

慎重な態度を頼 もしく思っていたが,そ の視線がたつた一度きりで,も うもどってこ

ないので,や がて不安になってきた。あの人はもうわた しを愛 してはくれないのだろ

うカ》。[300]

小説の第1部 ではこうしたくまなざし〉にたいする記述 じたいが少なく,圧

倒的なジュリアンの凱歌 におわる心理劇を築 きあげるうえで,け っして積極的

な役割を担つているとはいえない。だが,第2部 で展開されるジュリアンとマ
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チル ドとの恋愛ではくまなざ し〉への言及が前者のばあいとは対照的なまでに

頻出する点を考慮するならば,こ うしたくまなざし〉についての記述の寡少さ

もけつして無意味なものではあるまい。 この問いに答えるために,「頭脳恋愛」

においてくまなざ し〉がどのように扱われているのかを見てみたい。

〔…〕 こんな美 しい目は,か つて見かけたことがないと思 うようになつた。 しか しそ

の目は恐 るべき心の冷やかさを物語 つていた。〔…〕 しか しレナール夫人の目もずい

ぶんきれいだつたな。みんながよくほめそやしたものだ。だが,こ の目と同じような

ところは少 しもなかった,と 彼は思つた。[450]

この初対面の場面で,ラ ・モール嬢の目の美 しさに注意を奪われたジュリアン

は,そ れをレナール夫人のものと漠然 としか比較 しえないのだが,物 語の話者

によつて この曖昧な比較が,前 者の目の輝きは 「才知の閃き」,後 者のそれは

「情熱の焔」 ときわめて対照的に示されることによつて,ジ ュリアンの微妙な

心の動きが見事に浮 き彫 りにされている13)。「対照 によってよびおこされる追

憶 しか受 け入れない」[347]彼 の疑 りぶかい心のメカニズムを考慮するなら

ば,こ の レナール夫人についての追想の背景にもそうした心理が働いているこ

とを,視 野の制限を超えてなされた比較 ・対照によつて指 し示されていること

はあきらかだ。つまり,マ チル ドの目にレナール夫人とは正反対の性質を直観

的に感 じとりながらも,彼 の心 は未知の魅力にひかれてなお も揺れるのであ

る。「食事 もおわりに近づいたころ,ジ ュリアンはやつとこのラ・モール嬢の

目のああいう美 しさを表現すべきことばを見つけた」[450]と 示唆されている

よ うに,食 事 のあいだず つとつづいた彼の関心か ら,い かにその動揺が大 き

かつたかもうかがえよう。さらに,こ の〈まなざし〉の対照的な印象は,あ と

の展開のなかで繰 り返されることによって14),両 義的な感情か ら自尊心の恋へ

と変化する心理的なダイナ ミズムをより劇的に照明するのにもおおいに寄与 し

ているのである。

しか しながら,『赤と黒』における〈まなざ し〉が,「頭脳恋愛」の輪郭をよ

り鮮明にわれわれの視界に浮 きあがらせるのは,2人 の恋の駆け引きに潜む自

尊心の力学を劇的 ・立体的に強調する役割によつてであろう。マチル ドがジュ

リアンに認あるいかなる美点にもかかわらず,彼 女の恋は自尊心を傷つけられ

た恥辱感から生まれたものだ。彼女が 「きびしい,人 の心を見透かすような」

[488]ジ ュリアンの〈まなざし〉に狼狽 したとき,彼 らの社会的な主従関係に
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異変がは じまる。彼の傲慢な態度をまえにして,「あの美 しい目を異様に見ひ

らいて彼をじっと見つめる彼女のほうが彼の奴隷 のよう」[494]な 様子を見

せ,つ いには,無 関心を装う彼の心をひらこうと,「哀願するようなまなざし」

[500]さ え見せるのである。

マチル ドはこわくなつた。彼のまなざしに耐えられなくなって,二 歩あとにさがっ

た。彼女は一瞬彼を じっと見つめた。そして,自 分の恐怖を恥 じて,軽 やかな足どり

で図書室を出ていった。[501]

ここで 「彼のまなざしに耐える (soutenir son  regard: 」1 いう表現が使用 さ

れていることに注意 したい。それは,見 つめあう両者の自尊心の攻防を深 く印

象づけ,恋 の優 しい雰囲気 というよりもむしろ彼 らのあいだにみなぎる緊張感

を喚起 させるものだ。さらに,恐 れや緊張とはあまりにも対照的な軽やかさを

演じるマチル ドの姿が対置されることによつて,敗 北の屈辱感を偽ろうとする

彼女の自尊心の働 きもが露呈されているのである。
一方,ジ ュリアンも,マ チル ドのばあいと同 じく,恋 の動機を自尊心 にもっ

ており,彼 女のもつ身分,才 知,美 貌,そ してライバルたちの羨望の存在を無

視することはできない。彼女の好意,と りわけそのくまなざし〉に読みとる恋

の徴候 と,そ うした彼女への疑惑 とのあいだで彼 の心が揺 れつづけるうち

に15),結 晶作用は完了するのだ。とはいえ,高 すぎる自尊心ゆえに公正な判断

力を失いがちなマチル ドとは違い,彼 は観察 し認識する明晰さをけっして失 う

ことはない。そのことの顕著な1例 を,彼 のくまなざし〉にたいする洞察 にも

とめることができる。

こういうことがみんなノルベール伯爵 としめしあわせたいたず らではないというこ

とになると,あ んな生まれのいい娘がおれに奇妙な恋をいだくなんてことになつたの

は,た しかに,お れの冷やかなまなざしのせいにちがいない。[530]

マ ル グ リッ ド・ド・ナ ヴァールの恋 にたいす るマチル ドの熱狂的 な崇拝を ジュ

リアンは知 つているのだから,と うぜん彼の 「奇妙な恋 (amour baroque) 」

ということばにはそうした含みをあきらかに読みとれよう。つまり,彼 が 「冷

やかなまなざし」に思いいたつた点に,彼 女の恋の模倣性とその理想的な貴族

像の彼への投影を見ぬ く洞察力が示 されているのである。見方をかえるなら
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ば,マ チル ドを征服するために不可欠な条件,つ まり模倣的な恋愛において演

じねばならない役割をジュリアンが自覚 したのだといえよう。 とはいえ,マ チ

ル ドに恋する女の役割を演 じることが可能になつたのも,初 めて異性 ・他者か

ら受けた奴隷のような屈辱感を,憧 憬する恋の主従関係へ と肯定的に昇華 しよ

うと欲する自尊心に発 した一種の自己欺隔が潜在的に働いている点を見落とす

ことはできない。そして,た とえジュリアンが恋のくゲーム〉の規則を視野に

捉ええても,そ の性質までは見ぬきえなかつたがゆえに,彼 の苦悩がはじまる

のである。

じつのところ,2人 がひたった胱惚境には多少く意識的〉なところがあつた。情熱

的な恋の現実というよりも,む しろあるモデルの模倣であった。[543]

あたえられた役割を演 じる彼 らの姿によつて,「頭脳恋愛」のもつ空虚な側面

が如実に露呈されている。問題は,演 じるという意識がもたらす空虚を彼 らに

は埋めることができず,そ の欠如感を前 にして情念がいたず らに空転 して しま

うという点にあろうOつ まり,自 尊心の〈ゲーム〉において相対する両者がと

もに満足することは不可能なのである。 こうした理由から,突 如 としてマチル

ドは自己欺隔的な主従関係を放棄 して しまう。彼女 はジュリアンにたいする憎

悪を抑えきれなくなるや,た だちにさまざまなかたちで彼 らの関係に揺さぶ り

をかけはじめる。そして,つ いに彼の嫉妬をあおることで 「暴君の弱さ」をひ

きだすことに成功する16)。むろん,ゲ ームが終わったわけではなく,両 者の位

置関係がたんに逆転 したにすぎない。 こんどは,支 配者の座をひきず りおろさ

れたジュ リアンの自尊心がただちに反撃にうつる。彼 もまた同じ方法で,つ ま

りフェルヴァック元帥夫人を利用 しマチル ドの嫉妬をあおることで,両 者の立

場を逆転させてしまう。ここで無視 しえないのは,彼 のく まなざし〉が 「一種

残忍な快感」[551]に みちたゲー仏のなかで,自 己の優位をとりもどすための

きわめて戦略的に重要な役割を担っている点であろう17)。彼が支配者の座にか

えりつけたのも,冷 やかなくまなざし〉の背後に恋心をひたすら隠しとおしつ

つ,彼 女の恋の理想を演 じきることによってなのだが,し かしその傷ついた恋

心の相貌の背後に隠れたものが じつは純然たる戦略性であることが,つ いに彼

の見いだす,「敵を恐怖させること」[620]と いう支配の方策 によって露呈さ

れてしまうのだ。 したがって,自 身の恋の性質に気づけないジュリアンもまた

自分自身によって欺かれているというべきか。
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彼 は歓喜に酔いしれて,小 さな部屋のなかを歩 きまわった。ほんとうのところ,そ

れは恋の満足というよりもむ しろ自尊心のそれだった。[620]

た しかに,こ の時点で2者 の自尊心の駆け引きにも決着がついたかのように見

える。 しかしながら,ジ ュリアンが,「 自分の幸福に度を忘れてひたれるのは,

ただマチル ドが彼の目のなかにそうした気持ちのあらわれを読みとりえぬばあ

いにかぎつて」であり,「 ときどき女 にすげない言葉をいつてみるという義務

を,彼 は正確に果たしていた」[624]と いう記述こそが,ま さに彼 らのゲーム

がまだ終わつていないことを如実に物語つてはいまいか。なぜならば,ジ ュリ

アンの幸福,す なわち自尊心の満足が絶対的なものではな く,依 然ゲームの規

則の制約下にある点で,関 係逆転の蓋然性を孕みもつのだといえるからだ。2

者によるいわばサディステックな主従関係の終わりなき弁証法に終止符がうた

れ ジュリアンがそこから解放されるためには,ま ぎれもな くゲームの外部か

らもたらされるレナール夫人の手紙をまたねばならない。

以上の考察を終えて,す でに提出しておいた問い,な ぜ第1部 の レナール夫

人との恋愛では,〈 まなざし〉にたいする記述が少ないのかという問題に,答

えなければならないだろう。たしかに,空 間的な距離や社交的な慣習が登場人

物たちのコミュニケーションの自由を制約するばあいに,〈 まなざし〉が意志

疎通の媒介 としての機能を担 うことを考慮するならば,2つ の恋の状況的な背

景の違いにその一因をもとあることも不可能ではないだろう。だが,ジ ュリア

ンの夫人のくまなざし〉への称賛 じたいが,第1部 ではあまり見あたらず,第

2部 においてより多 くあらわれるという点に注目するならば,こ うした偏差に

はべつの理由を考えることもできるのではないか。結論をさきに述べれば,そ

れは二重にな つた対照法なのである。第2部 において,ジ ュリアンが彼女の

くまなざし〉の美 しさを追想するのは,マ チル ドやフェルバ ック元帥夫人たち

のとの対照においてであり,こ の追憶の心理的メカニズムはすでに指摘 してお

いたとおりだ。 しかしながら,さ らにくまなざし〉の策謀によって特徴づけら

れた第2部 と,〈 まなざし〉の崇高な沈黙にも似た第1部 とが対置されること

によって,『 赤 と黒』 におけるジュ リアンとレナール夫人の情熱恋愛をより

いつそうきわだたせるのだといえるのではないか。
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3

『リュシア ン ・ルー ヴェ ン』 と 『パ ルムの僧院』で は共 に,主 人 公た ちの恋

愛 の展開がく まなざ し〉の響応 によって特徴 づけ られ る点 で,さ きに考察 した

2作 品 とは異 なるものだ といえ る。 で は,こ の ことの具体 的な検討 を 『リュ シ

ア ン ・ル ー ヴェ ン』 か らは じめた い。 この作品 にかん してア ン リ ・マルチ ノ

は,リ ュシア ンの いわば原型 を 『ラシー ヌとシェー クス ピア』 のなかで語 られ

て いる 「天か ら繊細 な魂を授 け られたひ とりの若者」 に見 いだ してい る18)。 し

か し,リ ュ シア ンにはお よそ10年 の歳 月 をへ てあ らたな性格 的与 件 が くわ

わ つて いることに注意 しな ければな らない。 リュシア ンの シャス トレール夫人

への愛 は 「虎の血筋を ひいて いる」[980]の で あ り19),優 しさ と自尊心 とい う

二元性を もつて いる。

リュシアンは女の目に一種特異な表情をみとめた。皮肉か,憎 しみか,そ れともた

んに若さのせいなのか,ま た何をみてもおもしろいというふうな心のあらわれなのだ

ろうか。[794]

シャス トレール夫人の〈まなざし〉に気をとられた彼は,連 隊中の嘲笑の的と

なる最初の落馬をし,彼 女の微笑むのをみとめる。2度 めの落馬のさいも,猛

烈にいきりたつ馬を御そうと懸命になつているのにもかかわ らず,彼 はカーテ

ンが心 もちひらかれるのに気づき,彼 女に落馬を目撃されたことに 「熾烈な屈

辱 (mortification extrême) 」[895]を あ じわ うので あ る。 自尊 心が,彼 女

への接近を命 じる。「あの女をつけまわし,お れを見て も笑わないかどうか,

た しかめてみなければ」ならないと。 しか しなが ら,思 いもよらず彼の見いだ

すのは,彼 女の目の 「すなおでまじめな表情」[896]で あり,「慎みぶかくお

ずおずしたところさえあるそのまなざし」のもつ気品なのである。こうした意

表をつく出会いは,彼 に素朴な関心をめばえさせ,彼 女の目が 「しっかりと目

を伏せておかないと,現 にいまなにを感 じているのかを本人の意に反 してもら

して しまう」[900]と い う夫人のくまなざし〉の透明さに気づかせるのであ

る。 とはいえ,け つして見おとしてはならないのは,以 前ナンシーに駐屯 して

いたビュサン中佐 と夫人の情事の噂,根 も葉 もない噂 もまた同時に,リ ュシア

ンの好奇心をかき立てている点である。つまり,彼 の自尊心には架空の恋のラ

イバルが与えられているのだ。
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リュシアンは,サ ロンでシャス トレール夫人に出会う手段を懸命に考えるあまり,

ナ ンシー住民のまえで派手にふるまいたいという欲望にかわって,こ んどはあのかわ

いい人形の,そ の心 とまではいわないが,せ めてその頭をひとり占めにしたいという

願望を,行 動の動機 としてもつようになつた。[903]

ここに,彼 の恋に潜む虚栄的な自尊心にたいするほのあかしを読みとることは

むつかしくないし,さ らにあとで夫人が 「彼にとってまだいわば理想の存在で

しかなかった」[906]と ほのあかされるとき,そ こに自尊心に発する理想の異

性像の投影を指摘 して もさしつかえあるまい。問題 は,あ る意味でナルシシス

ティックともいえる彼の幻想の殻に,シ ャストレール夫人のくまなざし〉が亀

裂を生 じさせ,微 弱なが らも相互的な関係の契機がおとずれることである。第

16章 の舞踏会の場景で,夫 人の視線を正視できない彼は,「流行児の快活さと

輝かしい自信」[918]を 失い,「彼女の目が怖いので」[918-919]そ の手ばか

り見てしまう。踊 りの相手をするとき彼 は 「彼女の視線で焼 きつけられ,そ の

炎に焦がされたみたい」になり,そ してついに夫人からことばをかけられたと

きに,「 自分に注がれている気高いまなざしによつて」[923],い つさいの煩わ

しい常套句を捨てて話 しだすのである。

社交界と呼ばれるこの下劣な仮面舞踏会の仮面のなかで,2つ の同 じ感受性をもつ魂

が相会って認めあうときには,こ ういう微妙な親 しさこそふさわ しい.何 らかの使命

をおびて天上から舞いおり,は か らずも下界で再会 した天使たちは,こ んなふうに話

しあうに相違ない。[923]

このく天使〉の讐えは,ア ルマンスのくまなざし〉についてのもののヴァリア

ントだといえる。 しか し,天 使たちがお互いを確かああおうとする段階にとど

まつている 『アルマンス』のばあいとは異なり,こ こでは再会 した天使たちが

ことばを交わしあっている点に注目するならば,こ の比喩はよりいっそう確実

に彼 らの恋愛の実現を予感させるものだといえよう。 もちろん,こ とばを介 し

た交流が描かれることによつて,〈 まなざし〉 じたいの重要性が目減 りす るわ

けではない。それどころかこのあとの展開でも,リ ュシアンをして 「ぼくはこ

の美 しい目に近づ くためにミサ祈濤書を買い,決 闘にもでかけ,デ ュ・ボアリ

エ氏 ともちかづきになつた」[928]と いわ しめるほど,シ ャストレール夫人の

存在を象徴するものであることに少 しもかわりはないのである。 さらに,リ ュ

シアンが彼女の〈まなざし〉を,「耳で聞 く会話とはまった く違った,心 の奥
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の高 尚な会話 をかわ してい るみたいな,な にか神秘的で,陰 欝 で,い きい きと

したもの」[956-957]の 輝 きにた とえてみた り,べ つ の箇所で,「 あのまなざ

しは,は か りしれぬふかさがある

も,「 内心 の響 き

(l'infini est dans ce regard) _I

(le son de l'âme)

[977]と

」 とも表現 している点を考慮するな らば,

たとえ比喩の喚起する不透明性に2者 の心の隔たりが示 されているとはいえ,

夫人のく まなざし〉はリュシァンにあつてはいわば未知の可能性 としてなかば

聖化されたのだといっても過言ではあるまい。 このことは,愛 の告白がくまな

ざし〉を介 しておこなわれ 究極的な到達点としての彼 らの透明な関係が暗示

されている点にあらためて確認できる。

〔…〕夫人のあのふかい真実な表情をたたえた目も,考 えるまえにこう答えていた。

あた しも,あ なたとおなじ気持ちでお慕いしております。

彼女は胱惚境からさめたようにはっとわれにかえり,一 瞬おいて急いで目をそらせ

たが,リ ュシアンの目はこの決定的なまなざしを思うぞんぶん吸いつくしていた。

彼は滑稽なくらい赤くなつた。〔…〕夫人のほうもまた,頬 が燃えるように,赤 く

なっていくのを感 じていた。[931]

しかしながら,リ ュシアンは噂の中佐のことが頭を離れず,煮 えきらない恋の

展開のなか,虚 栄心ゆえに疑心と嫉妬で苦悩するはめになり,他 方,彼 の疑心

に気づいた夫人の方 も自尊心ゆえに名誉に執着 し,愛 と疑惑の葛藤におちいつ

てしまう。 こうした状況のなか,つ いに彼らは充溢感をもつて結ばれることな

く,第3者 の策謀によつてひき離されて しまうのだが,も ちろん2人 の愛の確

認が錯覚だつたわけではけつしてな く20),ジ ャン・ルッセが指摘 しているよう

にその相互性は申し分のないものなのだ21)。問われるべきは,も はやくまなざ

し〉の機能的な限界ではな く,関 係のひずみをもたらす疑心であり,そ の因っ

て くるところなのである。そして,こ の問題 に光をあてるものこそ,ま さに

19世 紀前半のイタリアの小公国を舞台にした小説,『 パルムの僧院』 にほかな

らない。

城塞に連行されたファブリス ・デル ・ドンゴがクレリア ・コンチと再会する

場景では,彼 の姿が異なる2つ の視点から描かれている。まず,お そ らくクレ

リアのものと思われる視点から,「繊細で美 しい顔だちと口もとに浮かべた蔑

むような微笑とは,そ ばにいる憲兵の下品な様子 とおもしろい対照を見せてい

た」[11,269]と 語 られ,つ ぎに話者の視点から 「だが,そ ういうことはみな

顔の外観のことであって,彼 はクレリアのこの世のものと思えない美 しさに胱
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惚として,そ の目は心の驚 きをあらわにしていた」と示されるのだが,こ うし

た視点の移行は,だ れもがくまなざし〉のことばを解するわけではないという

前提をあらためて確認 させるものだ。 じつさい,そ うした表情の思い違いが彼

女の内的独白によつてつづいて示されるのだが,印 象ぶかいことには,結 果的

にこの一連の展開が,つ ぎのファブリスの内的独白を一種の対照をもって浮か

びあが らせることである。

なんというまなざしだろう!〔…〕あのまなざしは,い かにおお くのことをあらわし

ていただろう!な んという深い同情!あ のひとはこういつているようにみえた。人

生はこのような不幸の織りまざつたものなのです。起こつたことをあまり悲しんでは

いけません。わたくしたちはこの世では不幸に生まれついているのではないでしょう

か,と 。[Ⅱ,271]

彼がクレリアの〈まなざし〉にたいして勝手に空想を逞 しくしているのでない

ことは,す でに話者によつて語 られている 「深い同情,さ らにいえるならばそ

のひたっている感動のために,彼 女はなにかことばを見つけるのに必要な機敏

さを失つていた」[Ⅱ,269]と いう語 り手の記述か らあきらかなのだが,こ こ

でさらにこうした事実が彼女の〈まなざし〉もファブリスのものと同様にその

内心を曇 りなく反映 している点にも注意 したい。 というのも,両 者の短い再会

の場面以降3か 月をへて,歌 を装った警告と掌に炭でかいた文字による意思の

疎通が実現するまでに,空 間的に隔て られた彼 らが愛をはぐくむためには,そ

うした透明なくまなざし〉が不可欠の前提となるからである。 じじつ,彼 らの 。

情熱の接点 としての特権的な役割を担 うくまなざ し〉は,『 リュシアン・ルー

ヴェン』のばあいとはきわあて対照的に,透 明性と視界の広がりとを喚起する

比喩によつてあらわされている。

つまり,お れは憲兵たちに守られて詰所を出るときにおれに注がれているのを見た彼

女のやさしい同情のまなざしを思 つているにすぎない。あのまなざしが,お れのいつ

さいの過去を消してしまった。ああいう場所であんなやさしい眼に出会うと誰が想像

できただろう。 しかも,バ ルポネやここの長官の顔を見ておれのまなざしは汚 くく

もつてしまつていたときに!あ あいう下卑なやつらの真ん中に,と つぜん空がひら

けたようなものだ.[Ⅱ,319-320]

一方,こ の時点でクレリアは,フ ァブリスとサ ンセヴェリナ夫人の恋愛関係を

なかば信 じているがゆえに,彼 のくまなざし〉があらわす意味を思いあぐむ。



30

それが きわあて明瞭に示されるのが,ク レリアが夫人への嫉妬心か ら彼への愛

を自覚する場面である。そこでは,彼 女の見せる激 しい焦慮,す なわち 「もち

い られてい ることばの不完全性 (l'imperfection du langage employé)]

[II,322]を 彼女が痛感する心理的な背景 として,〈 まなざし〉示す意味と外

部の噂との対立に起因する愛と嫉妬の葛藤とが認められる。つまり,<ま なざ

し〉が ことばとして機能 しうるためには,そ れを見る者の心理的な状況が問題

になるという点がここで示されているのだ。そのことをさらに反証するかのよ

うに,つ づ く箇所ではファブリスの思考がクローズアップされる。投獄と同時

に野心を喪失 した彼は,い まやサンセヴェ リナ夫人へのかつての感情までも

失っているのに気づ く。 クレリアの内的葛藤 との対照で,つ ぎの彼の洞察の明

晰が浮きあが らせるのも,も はや彼女の他にはなにも思い煩 うことのない彼の

内面生活なのである。

あのひとの意識的にする動作はすべて,い いえといっている。 しかしながら眼の動き

にあらわれる無意識的なものは,お れを好きだと告白しているようだ。[Ⅱ,324]

以後,恋 愛の萌芽における感情の媒介 としての特権的な機能を担いえたくま

なざし〉は,彼 らがもちいる他の伝達手段にもまして主題論的な光彩を放ちつ

つテクス トに織りこまれてい くことになる22)。たとえば,フ ァブリスの脱獄の

際,父 親殺 しという禁忌にふれたクレリアの恐れがくまなざし〉の禁止として

具現するときに,彼 女の罪の意識は見誤ることなく彼 らの愛の起源を指 し示 し`

ているといえようOフ ァルネーゼの城塞での再会の情景で,彼 女が聖母にたて

た誓いの文句が詳らかにされる。

彼女はいそいで立ちあがって自分の眼をかくした。そして,つ よい身ぶりで,自 分は

あなたと顔をあわしてはいけないのだという意味をあらわそうとつとめた。そのこと

を聖母にかたく誓ってあるのに,つ い忘れてファブリスを見て しまったのだ。〔…〕

もう2度 とけつして見まいと心に誓つた。なぜなら,聖 母に誓 つたそのままのことば

は,私 の眼はけつしてあの人を見ませぬ,と いうものだからだ。[Ⅱ,434-435,強 調

はスタンダール]

クレリアの拒否は,恋 人へ開かれるくまなざし〉を懊悩の闇にさす一条の光明

に変容させたといっても過言ではない。暗黒と光の対立は恋人の姿をそのつど

あ らたな感動にみちた相のもとに蘇 らせる点で,〈 見る〉ことをめ ぐる弁証法
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的な展開とあいまって,再 会や逢瀬の場面をこのうえなく表情ゆたかなものに

している。作品の最終部分では,こ の種の禁止が当然 もたらすはずの夢想によ

る恋人のイメージなどはいつさい斥けられ,情 熱の具体化が行為 ・筋によって

なされているのも,そ うした避遁を鮮やかにわれわれの視界に浮 きあがらせる

ためにほかならない。 しか も,〈 まなざし〉 は愛の表象 と化 して,互 いに胸を

焦がす恋人たちの心理に微妙に働きかける。 ファブリスとクレセンチ侯爵夫人

となつたクレリアとが再会する舞踏会の場景では,2度 にわたってファブリス

の心境に変化をもたらす 「なんというやさしい眼!」[Ⅱ,460]と いうチマロー

ザの歌詞や,ク レリアの彼への密かな返答,「 いな,わ が心かわるを見たもう

ことあ らじ,/わ れに愛を教えたまいし麗わしの眼よ」[ll,464]と いうペ ト

ラルカの詩句がそれぞれ独立 して引用され,ま た,ク レリアが聖堂へ出む く決

心をする場面では,フ ァブリスの視線が しばしばアネッタ・マリニに注がれる

という詳細につよい関心を示すクレリアの姿が描 きだされてもいる。 しか しな

がら,〈 まなざし〉の禁止がことのほか重要なのは,そ れが密会の行われる暗

闇として具現化 し,彼 らの達する内的体験の高揚を呈示 させる点に存 している

のだ。 もはや,そ こでのく闇〉は,愛 の盲 目性の空間的な象徴,か つ,父 親殺

しという禁忌の空間的な顕現としての両義的な暗黒であり,禁 止 と違犯 との深

い共犯関係によつてはじめて成立する逆説的な場なのである。「ときどきはど

うしてもファブリスが彼女を蝋燭の火で見ることになり,こ れがクレリアの弱

りきつた心には恐ろしい罪悪でサ ンドリノの死を予告 しているように思われる

のだつた」[Ⅱ,492]と 記されているように,そ のく闇〉のなかでは象徴的な

レヴェルで結びついたく焔〉とくまなざし〉 は情念の表象から,た だちに狂信

者の神秘的な論理のもとで厳罰を予告する罪の表象へと変貌する。だが,そ う

した神罰への恐れにもかかわ らず,違 犯はなんども反舞 される。 というのも,

内心において罰が正当化され,罪 の意識が熾烈な戦慎をもたらせば,そ れだけ

いつそうあらたな違犯の際の官能にみちた歓喜を高めることになるか らだ。

彼女は聖母にたてた誓いをやぶったために正当な罰をうけたのだと思つた。サンドリ

ノの病気のあいだに,彼 女はたびたび彼を明るい灯火の下で見た。白昼2度 も見た。

しか も,あ んなに愛情にわれを忘れた胱惚感のうちにであった!彼 女は愛児にわず

か数ヶ月おくれてこの世を去 つた。が,恋 しいひとの腕に抱かれて死ぬ心のやすらぎ

を味わつた。

ファブリスは自殺などの手段に訴えるには,あ まりにも強 く愛 し,ま た信仰にあつ

かった。彼はよりよき世でクレリアに再会 したいと願つていたが,聡 明であるだけに
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それには自分はなお多 くの償いを しなければならぬと感 じた。[Ⅱ,492-493]

クレリアの罪の意識の深淵から,懊 悩のただなかでの至福が回顧的に照 らしだ

され,生 の熱狂とやすらかな死 とが対置される。おそ らく狂信者 クレリアの信

仰の宗教性とは,そ うした罪の相貌をまとう生の昂揚にほかならなず,こ こに

こそわれわれは誓いの禁止 と情念の官能性とのきわあて緊密なむすびつきを認

めなければならない。 レナール夫人のばあいと同 じく沈黙に付されたクレリア

の死は,そ れゆえ限りなく神秘的な光量につつまれるのだといえよう。あとに

残されたファブリスにとつて,い つさいは 「よき世」での彼女 との再会にむけ

た周到な準備にほかならない。なぜな らば,彼 が地上でく天国〉をすでに見い

だ してしまつている以上23),も はや死それ じたいはたんなる空間的な移動を意

味するのにすぎないか らだ。すなわち,そ れはあまたのく冒険 ・旅〉で特徴づ

けられるファブリスの人生にふさわ しい最後の出発なのである。

結 語

以上,そ の作成順にしたがって,ス タンダールの4小 説にあらわれるくまな

ざし〉の諸相の分析を試みたが,心 理分析的な観点にたちなが らも,わ れわれ

がたえず焦点をあてようとつとめてきたのは,そ れぞれの恋愛における自尊

心,野 心,虚 栄心などの配置にほかならない。 とりわけ,『アルマンス』,『赤

と黒』,『リュシアン・ルーヴェン」でのフランス貴族の社交界を舞台にした恋

愛では,自 尊心や虚栄心が恋の発生 と葛藤の両方に深 くかかわっている点を考

慮するならば,そ れ らを図式的な対立における単なる否定的な要素と見なすこ

とだけは避 けな ければなるまい。む しろ重要なのは,『 アルマ ンス」か ら

『リュシアン・ルーヴェン』へと継承される繊細な魂の恋,い わば天使たちの

地上での再会というべき主題が,〈 まなざし〉を介 した共鳴 ・呼応によつてな

かば実現されつつも,自 尊心や虚栄心 との関係において描かれざるをえない点

に,近 代フランス社会を捉えるスタンダールの理想と現実をめ ぐる創作上の葛

藤を認めることであろう。魂が魂に直接語 りかける透明な関係の物語,そ れは

多年にわたる彼の人間観察 と心理分析がいよいよ困難にして しまった仕事にち

がいない。だが逆説的にも,こ の矛盾にみちた夢こそが懐疑主義的な作家をま

すます創作へと駆りたてたのではあるまいか。舞台がフランスからいまだ前近

代的なイタリアへと移され,『 パルムの僧院』を代表 とする作品群が執筆され
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たのも,現 実社会のく鏡〉 としての小説が もはや映 しだ しえないものを,郷 愁

と憧憬とを織 りまぜながら描 きあげる試みであったといっても差 しつかえある

まい。

しか しながら,ス タンダールはひとつの達成に甘ん じることなく,ま なざし

を非在郷からふたたび現実の方へ,19世 紀前半のフランス社会への方へとむ

ける。 しかも,彼 のくイタリア〉の具現化によって,そ の情熱の理論を以前に

もまして確固たるものにしていることを考えるならば24),近代フランス社会に

そそがれる作家の視線はよりいつそうシニカルなものにならざるをえまい。 じ

じつ,フ ランス的な虚栄心や自尊心のグロテスクなまでの戯画化に創作の比重

が傾いてしまつた未完の遺作 『ラミエル』には,そ うした反映が充分にうかが

われるのだが,こ の問題の具体的な検討は別稿にゆずり,ひ とまず本稿を終わ

ることにしたい。
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「虎」の比喩は 『ラミエル』のなかでは,き わめて尊大な人物であるミオサンス公

爵夫人の形容にもちいられている一 「サンファンは公爵夫人が牝虎のようにのぼ

せているとみてとった」[Ⅱ,959,強 調 はスタンダール]。

20)リ ュシアンとシャス トレール夫人はくまなざし〉による愛の確認をそれぞれつぎの

ように回想する 一「彼は夫人の心をこれっぽっちも疑つてはいなかった。 もちま
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えの良識がなにか異議を唱えようとすると,ま なざしがすべてを語 つていた,と 彼

は心のなかでくりかえすのだつた」[948]。 「ルーヴェンさんの心のなかで,わ たし

は永遠にはしたない女になってしまった。あたしの目が,あ なたを夢中でお慕いし

ています,と 言 ったんだわ」[936]。

21) Voir Jean ROUSSET, op. cit., pp.  112  - 113.

22)『 パ ルムの僧院』における視線 ・まなざしの重要性についてジルベール ・デュラン

は,姿 を見られずに見るという行為やクレリアの誓いなどの主題論的な分析をつ う

じて言及し,見 られることへのクレリアの拒否とファブリスの見 る悦楽 との弁証法

的な対立が小説の結末部分を活性化させると考える (voir Gilbert DURAND, Le
Décor mythique de «La Chartreuse de Parme». Contribution  à  l'esthétique du

romanesque, Paris : José Corti, 1961, pp. 222 - 227)<, この解 釈 は,エ ロ ス と プ

シュケの神話伝説にひとつの原型をもとめつつ,聖 化された愛の構図に目をむけさ

せる点ではきわめて示唆的である。だが,誓 いの違反によるカタス トロフは伝説 と

のアナロジーよってもっぱら根拠づけられており,罪 を犯すクレリアの両義的な心

情のダイナミズムについての言及はない。

23)フ ァブリスのそのような境地が聖書の余白にソネットで記される一 「〔…〕魂は

ひどい責苦にあつたのち,〔…〕23年 間 そのなかにいたはかない肉体を離れようと

も,自 由になり恐ろしい審判からその罪を許 しえたか らといって,す ぐそのまま昇

天 して天使たちの合唱隊にくわわりには行きますまい。生前より死後にこそいっそ

う幸福になった魂 は,な が らくロ申吟 していた牢舎のすぐ近 くへ行 って,こ の世で

もっとも愛 したものとひとつになるつもりである。こうして,私 は地上に天国を見

いだすであろう,と 詩の最後の一句はつげていた」[Ⅱ,393]。 しか もここに,『 ア

ルマンス』,『リュシアン・ルーヴェン』と受け継がれたく天使〉のテーマのひとつ

の到達を認めることができよう。

24)こ の点にかんして,1940年5月31日 付 『日記』にきわめて示唆的なつぎの記述が

見 られる一一… 「イタリア人たちは同時に2つ の情念をもつことはない。彼らが虚栄

心をもつときには(た とえばローマで,ト ルディノーナの初演で),彼 らは他のこ

とを思 うことができない。換言するならば,フ ランス人は,虚 栄心がひとりのイタ

リア人の心のあらゆる動きに混 じらないことを理解するように努めるべきである。

〔…〕イタリア人の崇高なまでの自然さが因つてくるところは,ま さにそこなのだ」

 (STENDHAL, Œuvres intimes II, Paris : Gallimard, coll. «Bibliothèque de la 
Pléiade», 1982, p. 388).


